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壁に向かって懐中電灯で照らすと、光の円
盤ができる。壁に近ければ小さい丸、離れれ
ば大きな丸になる。懐中電灯を2つ用意すれ
ば2つの円盤を、重なりを許して、それぞれ
好きな場所に好きな大きさで表示させること
ができる。このとき懐中電灯の性能は同じで
ある必要はない。
懐中電灯の代わりにプロジェクタを使えば、
テレビや写真やパソコンなどを、同時に同じ壁
に表示させることができる。同じことを電子的
に行ったのが、試作に成功した新方式（VPS方
式:Virtual Projectors and a Screen）の表示装置
（VPSディスプレー）である（図1）。VPSは複数
の異なる形式の機器からの映像を、入力端子（仮
想プロジェクタ）の数だけ同時に、特別なソフ
トを使わず、誰でも簡単に1つの画面に表示す
る新方式である。
従来、複数の映像を1画面に同時に表示する
場合には、コンピュータや専用の装置で入力映
像信号を合成するか、表示装置側の画面分割機
能等を用いるしか方法がなかった。しかし、コ
ンピュータや専用の装置は機能的には自由度が
大きいが、操作が難しく万人向けではなかった。
また、表示装置側の機能を利用する場合は、例
えば同じ種類の映像信号に限られる、画面数が
限られる、重なりは許されないといったような
制約が多く自由度が小さいのが現状である。

VPSディスプレーは、操作が簡単で、表示し
たいビデオやデジタルカメラそれぞれを入力端
子（仮想プロジェクタ）につないでまず表示させ
る。その後、リモコン操作でそれらの表示位置
や大きさを好きなように、その場で修正するだ
けで使える。入力機器は、不要になれば、接続
をやめたり、電源を切ればその映像だけ表示が
中止され、追加も削除も自由自在である。懐中
電灯を点灯・消灯する場合と全く同じである。
専門的知識がなくても、誰でもが容易に扱うこ
とが可能である。
例えば手術の時に使用すれば、内視鏡画面

と断層写真、血圧心拍数、その他の必要な映像
や情報を、同時に、必要な時に、適切な位置に
簡単に表示させることができる。不要になれば、
それだけを簡単に削除できる。
複数のVPSディスプレーに同じ入力を与え、

映像の右上だけを表示させるもの、右下だけを
表示させるもの、といったように表示位置を調
整することで大画面が実現できる（図2）。
今回の試作で、VPSディスプレーの機能が実

証できたので、今後は仮想プロジェクタの扱う
入力映像信号の多様化と同時に、実現コスト削
減の観点から回路の最適化を行い、製品化を念
頭においたVPSディスプレーの開発を行う予定
である。
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図1　VPSディスプレー

図2　4台組み合わせて大画面を実現した例
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